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 本研究は日本語に存在ある様々な命令表現の形を説明するために行われ

た。 本研究の主な根拠は、命令表現のことをあまり知らない日本語学習

者がまだ多いためのである。得られたデータ全てを処理するため、記述的

な定性的方法および「Agih」方法を使用する。 使用されているデータ収

集技術は、視聴とメモを取るのである。 そして研究器具はコーパスデー

タのである。 

 結果によって命令表現を表す文は 98 文があって、それから 103 命令表

現の形が知られている。 これは、いくつかの文章が一度に 2つの命令表現

の形を持っているからのである。79 形態は非公式であり、24 形態は形式

的である。 アニメ「幼女戦記」に最も多い命令表現の形は命令形、約 59

形態である。 それから「～えよ」「～せよ」を使用する命令表現は約 14

形態である。記述形式命令表現は約 13 形態である。 「～たまえ」を使用

する命令表現は約 8 形態である。「～てください」「～てくれ」と「～て」

を使用する命令表現は約 4 形態である。「～な」を使用する命令表現は約

4 形態である。最後「お～ください」「ご～ください」を使用する命令表

現は約 1形態である。 

 

キーワード：アニメ、命令表現、命令表現の形、命令表現の構成要素 
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1. 序論 

現在全て家にテレビがあることが確認できる。毎日様々なテレ

ビ番組が放送されている。ニュースを通じて情報を配信する形であ

ろうと、視聴者を楽しませることを目的とした番組もある。日本に

も同じである。日本のテレビ番組といえば、日本のテレビ番組を研

究の対象とする以前の研究がある。例えばドラマ「マイ・ボス・マ

イ・ヒーロー」の命令表現と禁止表現を調べるラマダンの研究であ

る。彼の研究から約 228 文発見された。命令表現は 177 文、禁止表

現 51文である。 

それとディルガンタラとラハユとイスナイニもドラマを使用し

て研究を行われた。彼らがやった研究はグレート・ティーチャー・

オニヅカにおける命令表現はの使用のである。彼らの研究から日本

社会での命令表現使用に影響を与える 6 つの整形パターンと 7 つの

概念が発見された。さらに、命令表現の 6 つのパターンの構成は、

日本社会における既存の概念による言語の使用の影響を受けている

と結論付けた。 

その他、ドラマ「ただ君を愛してる」の日本の命令的尊厳を調

べるアメリアの研究である。彼女の研究から 23 の命令文は、明示

的かつ暗黙的に分類される。明示的な発言には、5 種類の命令文が

ある。それは「～なさい」「命令形」「～て」「～ちょうだい」

「禁止形」のである。次に、礼儀作戦の分析には、使用される 4 つ

の礼儀作法がある。それは「Cases of non minimazition of face threat」 

「Cases of FTA Oriented bald on record usage」「 Give hints」「use 

rhetorical question」のである。 

それとまた同じく番組を研究の対象とする「Q10における命令表

現の使用分析」セティアニンルムの研究のである。彼女の研究から

命令表現を使用したときの発言者と相手との関係を発見された。そ

れは「学生とのプリンシパル」「学生と教師」「参加者との組織委



87 

 

員会」「医者の患者」「歌手とそのファン」「同級生」「学校の友

達」「元恋人」「同僚」「家族」のである。 

次にセティアニンルムは返事によって、相手に伝えられた命令

表現に対して判断することで、5 つのカテゴリに分類する。それは

「相手が命令されたことをすることなくただ答えるだけ」「相手は

は最初に答えることなく命令されたことをやる」「相手は最初に答

えて命令されたことをやる」「相手は答えも命令されたこともしな

い」「相手は命令されたことを拒絶する」のである。彼女はまた 5

つのカテゴリを 2 つの特別なカテゴリにグループ化する。それが直

接拒否と間接的に拒否のである。 

もちろん、もっと多くの同様の研究があるのだが、研究者がこ

の論文で参考になった以前の研究の例を含んでいたことだけのであ

る。これらの研究から得られた様々な発見は貴重な知識と思う。こ

れにより、テレビ番組はエンターテイメントを提供するだけでなく、

特に言語学習において、日本語やその他の言語である学習の媒体と

して機能することができるという結論を導き出す。 

それで研究者は同様の研究を行うことを決めたが、テレビ番組

の種類が異なっていた。本研究で採用したい研究者がアニメである

ことを示している。そのアニメのタイトルは「幼女戦記」である。

どうして「幼女戦記」を対象として研究を行うのか。 

その前、現場での状況による、日本語での表現の種類、特に命

令表現を知らない日本語学習者はまだ多いのである。命令表現に関

して、約 64％日本語学習者がただ一つ二つ種類しかしている。研

究者が日本の学習を行った場所でも同じことが言えた。約 80％以

上が日本語での様々な表現、または命令表現のことを詳しく知らな

いと認めている。そこで日本語に存在する様々な命令表現の形を説

明するために本研究を行われた。 
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また戻るのだが、アニメ「幼女戦記」で使用されている場所の

背景は、軍事的な世界と戦争の形をしている。それによってアニメ

「幼女戦記」では様々な命令表現の種類が判明された。 

この二つの事実によって本研究が行われた。最終目的はアニメ

「幼女戦記」だけではなく日本語に存在する様々な命令表現の形を

説明したいのである。それと研究者は、この研究によって、日本語

の表現に関連すること、特に命令表現は、それをより簡単にして、

誰にとっても貴重なの知識になることを期待している。 

一方、本研究の問題点は三つに分け、一つ目はアニメ「幼女戦

記」にはどのような命令表現があるのか。二つ目はアニメ「幼女戦

記」での命令表現はどのような構造を持つのか。三つ目はアニメ

「幼女戦記」での命令表現はどう使用するのか。 

研究の問題点の上で、本研究は三つの目的がある。一つ目はア

ニメ「幼女戦記」には様々な命令表現の種類を知るためである。二

つ目はアニメ「幼女戦記」での命令表現構造を知るためである。三

つ目はアニメ「幼女戦記」での命令表現使い方を知るためである。 

本研究の意義は二つに分け、理論的な意義と実用的な意義である。

理論的な意義として、日本語での表現、特に命令表現の構造と利用に

関する知識を追加にすることである。実用的な意義として、読者がよ

り簡単に日本語での表現特に命令表現を使用することが出来る。また

は教師たちがより簡単に日本語での表現特に命令表現を説明すること

が出来る。 

 

2. 本論 

本研究には得られたデータ全てを解析するため記述的な定性的

方法および「Agih」方法を使用する。アニメ「幼女戦記」を対象に

して、約六つのエピソードからデータを得るのである。使用されて
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いるデータ収集技術は、視聴とメモを取るのである。そして研究器

具はコーパスデータのである。データを分析した後次のように分け

る。 

 

番号. 命令表現のカテゴリー 数 

1.  命令形クラス一。 41 

2.  命令形クラス二。 7 

3.  命令形クラス三。 11 

4.  ～なさい。 0 

5.  お～なさい。 0 

6.  お～ます。 0 

7.  ～てください。 1 

8.  ～てくれ。 2 

9.  ～て。 1 

10.  お～ください・ご～ください。 1 

11.  お～あそばせ。 0 

12.  お～おねがいます。 0 

13.  ～てくれますか。 0 

14.  ～てくださいますか。 0 

15.  ～てもらいますか。 0 

16.  ～いただけますか。 0 
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17.  ～てくれませんか。 0 

18.  ～てくださいませんか。 0 

19.  ～てもらいませんか。 0 

20.  ～ていただけませんか。 0 

21.  辞書形＋こと・辞書形＋ように。 0 

22.  ～たまえ。 8 

23.  名詞＋お命ずる。 0 

24.  記述形式命令表現。 13 

25.  ～な。 4 

26.  ～えよ・～せよ 14 

総計 103 

 

先ほどのデータを纏めてした後次の結果が出る。 

 

番号. 命令表現のカテゴリー 数 

1.  命令形クラス一からクラス三。 59 

2.  ～えよ・～せよ 14 

3.  記述形式命令表現。 13 

4.  ～たまえ。 8 

5.  ～てください・～てくれ・～て 4 

6.  ～な。 4 
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7.  お～ください・ご～ください。 1 

総計 103 

 

 

3. 結び 

本研究の結果によって次の結論がでる。 

a. アニメ「幼女戦記」に ある命令表現は以下のような様々なタ

イプがある。 

1) 命令表現を表す文は 98 文があって、それから 103 命令表

現の形が知られている。 これは、いくつかの文章が一度

に 2つの命令表現の形を持っているからのである。79形態

は非公式であり、24形態は形式的である。 

2) 最も多い命令表現の形は命令形、約 59 形態である。 それ

から「～えよ」「～せよ」を使用する命令表現は約 14 形

態である。記述形式命令表現は約 13 形態である。 「～た

まえ」を使用する命令表現は約 8形態である。「～てくだ

さい」「～てくれ」と「～て」を使用する命令表現は約 4

形態である。「～な」を使用する命令表現は約 4形態であ

る。最後「お～ください」「ご～ください」を使用する

命令表現は約 1形態である。 

3) 命令形は非公式の命令表現である。 

4) 「～えよ」と「～せよ」を使用命令表現は古い命令表現

のである。絶対的で形式的の命令表現である。 

5) 記述形式命令表現は文の意味がコマンドの記述またはア

クションの実行の必要性を示すため命令表現に含まれて

いる。非公式の命令表現である。 
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6) 「～たまえ」を使用する命令表現は形式的の命令表現で

ある。 

7) 「～てください」を使用する命令表現は形式的の命令表

現のだが、「～てくれ」と「～て」使用する命令表現は

非公式の命令表現のである。 

8) 「～な」を使用する命令表現は非公式の命令表現のであ

る。 

9) 「お～ください」「ご～ください」を使用する命令表現

は形式的の命令表現である。 

b. アニメ「幼女戦記」に ある命令表現は以下の形成構造を有す

る。 

1) 命令形クラス一の構造は辞書形から「え」動詞に変換す

る。命令形クラス二の構造は辞書形から「お」動詞に変

換する。命令形クラス三の構造は「する」と「来る」か

ら「しろ」と「来い」に変換する。 

2) 「～えよ」と「～せよ」を使用命令表現構造は「～えよ」

と「～せよ」を動詞に加えるのである。 

3) 記述形式命令表現は基本的な構造を持っていない。 

4) 「～たまえ」を使用する命令表現の構造は「～ます形」

の動詞に「～たまえ」を加えるのである。 

5) 「～てください」を使用する命令表現の構造は「～てく

ださい」・「～てくれ」・「～て」を動詞に加えるので

ある。 

6) 「～な」を使用する命令表現命令表現の構造は「～な」

を動詞に加えるのである。 

7) 「お～ください」「ご～ください」を使用する命令表現

の構造は文の始まりに「お」・「ご」を加えて文末に

「ください」を加えるのである。 
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c. アニメ「幼女戦記」に ある命令表現は以下の用途がある。 

1) 命令形は上昇から部下、スピーカーと緊密な関係を持つ

人々、またはスピーカーと同じ立場を持つ人に使用され

る。深刻な状況で頻繁に現れる。 

2) 「～えよ」と「～せよ」を使用命令表現は王様から部下

または上昇から部下のみ使用される。リラックスした状

態、または深刻な状況で頻繁に現れる。 

3) 記述形式命令表現は上昇から部下、またはスピーカーと

同じ立場を持つ人に使用される。深刻な状況で頻繁に現

れる。 

4) 「～たまえ」を使用する命令表現は上昇から部下に使用

される。リラックスした状態で頻繁に現れる。 

5) 「～てください」を使用する命令表現は上昇から部下、

またはスピーカーと同じ立場を持つ人に使用される。リ

ラックスした状態で頻繁に現れる。 

6) 「～な」を使用する命令表現は上昇から部下に使用され

る。深刻な状況で頻繁に現れる。 

7) 「お～ください」「ご～ください」を使用する命令表現

はスピーカーと同じ立場を持つ人に使用される。話し相

手を尊重するために使用される。リラックスした状態、

または深刻な状況で頻繁に現れる。 
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